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ごあいさつ
■はじめに
このたびは、　　　  「自動ダイヘッド」をお買い上げいただきありがとうございました。この
取扱説明書には自動ダイヘッドの取扱い方法と簡単な手入れの方法について記載してあります。
記載された内容をよくお読みいただき、正しく、安全にご使用ください。尚、パイプマシン本体
に関しましては各機種本体に添付された取扱説明書をご参照ください。商品出荷に際して、充分
な試験と検査をいたしておりますが、万一、搬送その他により不都合な箇所がございましたら、
お買い上げ店を通じてお申し付けください。

自動ダイヘッドAD20　品番PMDAD02・2度切り仕様自動ダイヘッド　品番PMDAD12
自動ダイヘッドAD40　品番PMDAD04・2度切り仕様自動ダイヘッド　品番PMDAD14
自動ダイヘッドAD50　品番PMDAD05・2度切り仕様自動ダイヘッド　品番PMDAD15
自動ダイヘッドAD80　品番PMDAD08（全て2度切り仕様）
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※

※ ※

※ 部品明細表中の下記３部品は標準仕様品と２度切り仕様品の部品は異
なります。部品発注の際、２度切り仕様ダイヘッドの場合は、２度切
り仕様とお申し添えください。

　　NO．16　位置決め金具
　　NO．36　二度切りプレート
　　NO．37　スプリングピン（3 × 22AW）

（ａ）固定ピン取付具を固定している六角穴付ボルトを緩めます。
（ｂ）固定ピン取付具を動かして調整します。
　　　手前にずらすと細めのネジ、反対にず
　　　らすと太めのネジが切れます。
　　　調整ツマミ (II) を回しすぎて、ツマミ
　　　同士が接触すると、ネジ太さの調整が
　　　できなくなります。

（ｃ）六角穴付ボルトを締め、確認のネジ切
　　　りを行ってください。

ネジ太さのセット位置は、継手等への締付け程度により微調整が必要ですか
ら、必ず、試験ネジ切りの上ご確認ください。

（ａ）六角穴付ボルトを緩めます。
（ｂ）調整ツマミを回して調整します。短めのネジを切るときは、開放レバーをダイヘッ
　　　ド内側へ、長めのネジを切るときは、開放レバーをダイヘッド外側へ調整します。

（ｃ）六角穴付ボルトを締め確認のネジ切りを行ってください。

ネジ長さは規定の長さに調整してありますが、本機にはネジ長さの調整機構がついてい
ます。

6.ネジ長さの調整

写真４・5・図 3

写真６・図４

調整ツマミ (II)

ツマミ同士が接触
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